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第33回泌尿器科中部連合総会シンポジウム

「副甲状腺機能亢進症の外科」

司会:和 歌山県立医科大学泌尿器科学教室(主 任:大 川順正教授)

大 川 順 正

司 会 の こ と ば

尿路結 石症 は,泌 尿器科 における主要疾患のひ とつ

であ り,か つ,古 代か ら人類 の歴史 とともに存在 して

来た といわれ るほ どの疾患 であ りなが ら,そ の原因に

ついては,い まだに 解 明され ては お らない 難病 であ

り,多 くの研究者たちがその再発予防に向けて努力 を

続けているところである.他 方,尿 路結石を惹起す る

原因または誘因疾患 については,以 前 よ り多 くの研究

成果が報告 さ叡,そ れ ぞれ の患者について,そ の原因

に対す る治療 がなされ て来 ている.原 発性副 甲状腺機

能充進症は,こ の原因疾患 のひ とつ として位置づけ さ

れ,か つ,外 科 的に病的副 甲状腺を摘 出す ることに よ

って,尿 路結石 の原因を断 ち切 りうるとい う,き わめ

て興味深 い疾患 とい うことが できる.

原発性 副甲状腺機 能元進症 は,従 来 よ り,比 較的 ま

れな疾患 とされ てきているが,最 近にな って,血 清 カ

ル シウム濃度測定が 自働化 とともに 日常化され,こ の

ために 高カルシウム血症 の診断か ら多 くの原発性副 甲

状腺機能充進症 の患者 が 発見 され る ように なってき

た.泌 尿器科領域で も,本 症に対する認識が よ り一層

上 昇す るもの として期待 され るところである.以 下,

本 シ ンポジウムで,各 演者が報告,討 論 した 内容を記

載 していただ くことに した.こ れ らの論文がなん らか

の参考になる ことを期待 したい.




